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高い生体・環境適合性を有し、カーボンニュートラルな
植物原料から合成できる「オリゴ糖」や「多糖」を用い
て、環境保全や医療に役立つ高機能材料を開発していま
す。特に、環状オリゴ糖がもつ「物質取り込み能力（包
接能）」や「規則的に集合する能力（自己組織化能）」に
着目し、これらの性質・機能を合成化学的手法あるいは
超分子化学的手法により超高度化した材料を用いて、水
や油の中に混入した有害物質の効率的分離・回収、植物
油中の不飽和脂肪酸成分の高選択的分離等に取り組んで
います。
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分離・分析分野、環境分野、医療・ヘルスケア分野

環状オリゴ糖の超精密分子集積化による
高度分子認識材料の開発
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機械学習による機能材料の設計から合成、デバイスの作
製と評価、そして基礎過程解明とそのための装置開発を
行っています。物理化学・光化学・高分子化学・有機化
学・無機化学の知識と技術を融合し、特に次世代太陽電
池として期待されているポリマー太陽電池や有機無機ハ
イブリッド・ペロブスカイト太陽電池の研究を行ってい
ます。さらに、( 高 ) 分子やその集合体の光物性、電子
物性、誘電物性に注目しながら、新たなコンセプトの材
料や新機構の実証と学理構築を目指しています。

太陽電池、センサー、プラスチック材料

計測・機械学習・合成化学の協奏による
エネルギー変換材料研究
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